
校長室のドア 開いてます 校 長 山崎 義弘

令和 6 年 4 月 1 日に着任いたしました、山崎義弘と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

子どものために、子どもとともに、保護者、地域の皆様とともに歩む学校をつくる、というのが私のモットーです。

校長室のドアは、（不在や会議中を除いて）開けておきます。保護者、地域の皆様、いつでもお越しください。

「子どものために、子どもとともに」

私は、子どもを第一に考え、「子どものために、子どもとともに」を合言葉に、全教職員が一丸となって働く学

校、保護者・地域と連携・協力する学校を目指します。そのために、次のことを大切にしたいと考えます。

学校は、子どもの未来のためにあり、子どもが今も将来も、幸せに生きていくための生きる力を身に付け、人

格を形成するところです。そのために、学校は、子どもにとって、知的好奇心が満たされ、成長が実感され、未来

への期待と自信がもてる場所とならなくてはなりません。

子どもたち一人ひとりが、個性と能力を発揮し、人間性豊かにより高い自分の夢や希望を実現できるよう、

学校は、常に最善を目指して教育環境を整えていきたいと考えます。そのためには、一人一人の子どもの実態

や心の変容を的確に把握し、明確な指導目標のもと、組織的・計画的な教育活動を展開する必要があると考

えています。

子どもたちのために切磋琢磨する教職員のチーム学校

教職員は、子どもたちのために、変化に臆せず、自らすすんで工夫・改善・創造に取り組み、指導技術や職務

にかかわる知識・技能を磨き、互いに交流し合います。教師にとって、授業力を磨くとともに、児童理解力やコミ

ュニケーション能力等を高めて学級経営力を磨くことが、最優先の課題です。なぜなら、教師は、日々、子どもた

ちと直接かかわり、子どもたちを育む存在であり、子どもたちにとって最大の教育環境であるからです。

また、チーム学校として、すべての子どもをすべての教職員で導き、支え、育てます。子どもたちは、多様性が求

められる時代に生きます。学校教育を取り巻く課題と問題は多様化しています。そのため、現在の教育には、一

人の担任教師だけでなく、その他の教職員、そして、学校運営に携わるすべての関係者の力が不可欠です。子

どもが生き生きと活動する環境は、学校運営に携わるすべての教職員により整えられます。したがって、私たち

教職員は、教育課程の充実、子どもたちの心身の安心、安全で清潔な施設の整備、正確・迅速な事務処理等

について、常に努力を重ねる存在であるとともに、課題解決・問題解決のためにコミュニケーションを図って協

力し、一丸となる必要があります。一人ひとりの教職員が自己研鑽に励み、互いに切磋琢磨し、一丸となって行

動し、苦労があってもやり遂げるチームとして教育に取り組む学校でありたいと考えます。

計画的で一貫性があり、透明性のある学校経営

計画的で一貫性のあるものは、分かりやすく、活動の見通しがもてます。透明性があるとは、現状や見通し、

方策が示され、視覚化されているということです。子どもたちにとって分かりやすく、見通しがもてるとき、子どもた

ちは安心し自信をもって力を発揮することができます。また、計画的であることは事故を防止します。一方で、保

護者、地域の方々にとって、分かりやすく、見通しがもてるとき、保護者や地域の方々から理解され共感されます。

以上のことから、目標やねらい、具体的な手立てについての意図や根拠を明確にし、説明を行うことが肝心で

す。 一貫性のある教育を行う基盤となるのが、都や区の教育目標を踏まえた学校経営方針です。学校経営方

針及び教育計画の十分な説明と、学校公開や保護者会、道徳の授業地区公開講座、学校評議委員会等を

計画的に行い、透明性のある学校経営を行います。

子どもたちのために、全力を尽くしてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。
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